
広島 巡礼（2025 年 6 月 1 日 15:00～17:30） 

 

参加者は 3名でした。 

 ・吉川
きっかわ

 徹忍様（浄土真宗僧侶 広島県在住） 

 ・川西 敏雄様（医師・兵庫県保険医協会 参与  兵庫県在住） 

 ・森  俊英 （浄土宗僧侶   大阪府在住） 

 

 

巡礼の行程 

 

 最初に平和公園内の追悼碑をめぐり、各所で祈りました。 

 続いて、平和大通りを歩き、建物疎開作業中の動員学徒を想い、祈りました。 

 その後、16:30～17:30 は広島県被団協を訪ね、田中聰司様（日本被団協代表理事）から被爆証

言と被爆 80 年の 8月を迎えるにあたり、活動の展望を拝聴しました。 

 田中様が日本被団協の活動の歴史、そして、核保有国にむけて、これから被爆者をはじめ市民

活動がすべき具体的な方途をお話くださり、大きな学びを得ました。 

 

 

左から吉川様、川西様（森が撮影）  碑中央の少女が持つ箱の公式については次頁を参照 



 

 
 

 

 それぞれの追悼碑が建立された当時の社会事情や、爆心地が現在の平和公園、平和大通りとな

ってきた経緯、人々の苦悩を、吉川様から詳しく説明をいただきました。 

 吉川様は、小学校教諭として長年にわたり、平和公園・平和大通りの案内を、さらには遺骨・

遺品の収集、平和活動に取り組んでこられた経験をお持ちです。 

 説明をうけながら巡礼をした川西様、森は「今までに複数回、ここを歩いたが、今回のような

深い学びは初めて」という感想を共有しました。 

 

 （次頁もご参照ください） 

 



 
 

 

「太き骨は 先生ならむ  そのそばに 小さきあたまの骨 あつまれり」 

 

 この碑文、そして碑文の上部の像についても、吉川様が詳説してくださいました。 

 被爆 80 年の今夏、このようにヒロシマを詳しく、ゆっくり学び、追悼をする企画も考えてみ

たく思っています。  以上、報告と感想です。                森 俊英 記 


